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浅川実験林の蘇苔類

水島うらら(1)

大都市に近い平野や丘陵地は林の伐採や田畑の耕作のためにはなほだしく自然の状態を損われてし、る。

多摩丘陵や奥多摩の山地もその例にもれず，殊に戦後十年間の交通の発達と森林の舌L伐とによって棟地や

禿山が激増している。したがって適当な日陰や充分な湿り気を必要とする護軍苔類はしだいに都近郊から姿

を消しつつある c その r!:tにあって浅川実後林は古くは帝室林野局林業試験場として，また戦後は農林省林

業試験場の実験料:として保護されてきたために小範囲ながら昔日の面影を筏している♀

筆者は 1952 年 4 月， ，会川分室の御好意ではじめて林内の蘇苔類を探集する機会をえ，興味をひかれて

いたが， 1954 年に実験林内の蘇苔煩調査を依嘱された。そこで同年 4 月より 12 月までの聞に数回同地を

訪れ約 250 包の蘇J凶と約 40 点の苔穎標本とをえたごこれに前実喰材:長草下正夫氏の保品十数点を合わ

せて種名を同定し，一応のまとまりを見たので筆者の現地での観察とあわせて報告する

標本の採取や現地での観察は四季を通じて行うべきであるが，筆者の ~ß合でそれができずおもに春~夏

までとなってしまったのは残念である。この間にも看過してしまった種類もあろうが，それらは大方の御

数示を仰ぎ，かつ自身も留意して完戎に近ずかせたL、と思っている十

蘇苔類の 1"1録をJ昌げるに先だって浅川実'ï貴材、の位置，地勢，気象，その他について簡単に記しておこう。

位置・地勢

浅川i実験林の位置，地勢，気象，その他に関しては草下正夫・小林義堆:浅川実験林の野生他物(林業

試験場研究報告 63 ， (1953) p. 89~1l4 に洋しく;己されているから参照された\， '0 ここには便宜のため

簡単に記しておく。

浅川実後材:は現在(J:m. 1956) 東京都八王子市に属している c 郡心よりは約 50km 西方にあたり，中

央線浅JIIn択の北，徒歩約 5 分の地で多摩御凌に隣接し，高尾山に近いJ 関東山地点、ら派生した低山が正俊

に移行する最高 287m ， 最低 183m の地で，地勢lZ北西部l土尾根に閉まれ南東部に向って低く!畏け多摩川

の交流浅川に臨んで‘いる'"面積は約 57.5h:l， 四北部の高所は小仏!苦に属する粘板岩を基岩としわずかに

その露面を見るが東南部にかけての大部分は関東火山灰士(赤土，関東ロ{ム)層に覆われているこした

がって岩石の露頭は林内にはほ主んど見いだされないので驚苔類ブロラは著しく単純化されている=

I 気 象

草下正夫・小林議雄 I浅川実'1責林の野生値物」、こよれば，当林の気温は東京都区内に比して多少低い

ということであるが，東京都:区内の気温は人口密度，人家の密集および海の影響などによって近郊の平野

本論文は当場の委託研究によるものである3

(1) 東京都府中市東町 6464 6464. Adzuma-cho. Fuchu. Tokyo 
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部より 'f~';こ多少高温である。いま，当実験林とこれに近い郎近郊の平野;'\il とを比較すると，冬季の北北西

風を妨げるもののない平野川より北西品;を山に閉まれている浅川良!洲本の万が l O C 内外高く，空中湿度

はやや高く，年降水量は多少多い J この事実はIlU東山地の東縁加とこれに銭する平野市について一般的に

いえることで，そのために多くの温暖地を好む蘇苔~íは当地方では平野市に佼入すること少なく，山地の

谷合等を縫うようにして北上する傾向がある L このようなものには Neckera， Barbella , A1eteorium 等の

治以のものがある J 浅川実験林内にもこれら』出馬に属する蘇磁を産するが，高尾山やさらに山の深い奥多

摩方南い比すればその生育状態ははるかに貧弱である

111 実験林の概況

総苔9Jiの7古生環境としての浅川実験林を大別する iならば 3 つの J防止に分けられよう c すなわち， ( 1 ) 

モミを主とする天然林， (2) 種々の樹木を後仙ーしている見本林， (3) 干草地および草地である

(1 ) 天然林 (P L:.te i , 1) 

天然林は1m積約 18.71za 森林和の上からみて l防ft最上部にあたり，上^~ITl ，工場iflにより多少密度の*11迷が

あるが約 20J 年生のモき林でごく小数のアカマ γ(250~:;OO 年生)を見る c 中国はアラカシ，アカガシ

を主としウラジロガシ，スダ、ジイ，サカキ，ヤプヅパキ等からなり，下!ftjはヤプヤ、ラサキ，アオキ，ヒサ

カキ，コバノガマズミ等の濯木を主とする 下生はヤプコウジ， ミヤマカンスゲ，アズマネザサ等で，ア

ズマネザサの多いところでは新:苔数はほとんど見られないニこれに反して常紋広葉樹が按て‘上山の下生相'i

物を見ない部分やことに沢沿L 、の傾斜地では腐桁質がrt く推積して大形llf(苔類が~{存んに繁茂して L 、る c

(2 ) 見木林 (P l:J.te l , 2) 

見木林にはアすギリ，イチョウ，イヌー乙ンジユ，オニ Fルミ，カシワ，カヅラ，ユリノキ，アメリカヤ

マナラシをはじめとする 1ムー奨樹ならびにアイグロマヅ，ウツクシマツ，ダイオウショウ，ヒメコマツ，テ

{夕、、マツ等の針喋1到など内外の多くの種類が殺llúされている。これらの樹木は明治末期から大正，昭和に

かけての栽航にかかるもので，突然林中のモミ，アカマ引lこ比しはるかに樹齢が若いっこの林内では自然

林と異なり各立木の間隔は一定しており，手入れがゆきとどいているために林内は明るく湿気も少ないz

また，地勢上からみてもうで然林側には低湿な場所があるが，見本林中には取りたてていうほどのものはな

く一般に乾燥していて腐航質の堆積も少ないコそれゆえ，突然林中には温暖多湿を好む辞苔iJjが多く，見

木林中では乾燥に耐える種類が生育するハ

(3 ) 問地および草地

下~i!'也および草地は浅)11河畔および実験林の建物の付近にあって多くはWJ東火山氏士から成り， 日光

照射が強いために鮮苔類の生育地として l土木向きで ， IJ、数の乾燥に耐える種領， たとえば Hypnum

仲間aeform沼や Weisi.'l viridula 等が生育するコ

官 蘇苔類の着生基物

(1)土抜

当林内では土質は非?吉に単調でその大部分は関東火山灰土(関東ロ{ム，赤土)であるここれは更新世

最末期ごろ，富士火山の噴出によって抽出ぜられた玄武岩質の火山灰であるといわれ，林内では約 3m の

堆積をなすr その基盤をなすものは浅海の沈積拘たる粘板岩で‘あるが，林内の北西部の高所および傾斜地
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のがj落に多少露山するのみである ο 関東火山氏士上に好んで生育する種却は向陽地では lVeisia viridllla 

を第・とし Pogonatum inf lexum , Fissidens adeljうhinus がこれにつき A.stomum crispum , 

Physcomitrium eurystomum , Dicranella heteγomalla， Trematodon atrovirens 等がある勺やや陰にな

ったところでは Atrichum undulatum , Di戸hyscium fulvifolium , [soρterygium Textorii , Dolichotheca 

βerrobusta， Fissidens adel戸lzilllls 等であり，草地では Hy戸num Plumaef orme が多い。また ì安)1 J河

畔では関東火山)火士上力、ら際地やコンクリートの上にわたって Rhacomitrium canescens , Barbula 

llnguiculata , H yoρhilαρ仰向:gulifera , H aPlocladillm latif olium 等が見いだされる。実験林内では先

にも述べたごとく， 岩石の馬頭を見ないために近隣の奥多摩の山々に多産する H edwigia ciliata , 

Ptychomitrium spp. , Rhacomitrium spp. を欠き，また Grimmia aρocaゆ3 や Onchoρhorus cris pi f 01 i ItS 

等のごとく木来岩上Iこ生育すべき種類が一上上或い l土木線上に歪弱な状怨で見いだされるー

(2 )浪士也

林内では廿旦本沢と称する小流が 21国所で11そ湿地をrrY. している ο まず上部のものはj訓話が狭心両側の

斜面はスギ林であり，湿地はその絞を 1m 内外のヤ〆ケの群落に波われているいまた下Y互に Carex spp. 

がよく繁茂しているために冬季の降霜からまぬがれ，常に温暖多混といえる そのためにヤダケの科には

好陵地性の Barbella asρerif 01 ia, N eckera f lexiramea や Rhynchostegium pallidif olium が良く繁

茂し (Plate 1 , 4)，また Carex の間には Rhodobryum gigantez仰や Elt1'hynchium sp. のg:育が主主

んである (Plate j[，司、 ド部の湿地は上肘をなす樹木が少なく，丈の高い草木に彼われて下草は Cω'ex

spp. であり，その恨木には Thuidium uliginosum , Eurhynchium sp. とともに分布のあまり知られて

いない Braclzythecium calliergonoides を産する」とは特筆にfv白ーするつ

( 3) f丙舶=f:

モミ アラカシ林中のニとに北向傾斜地Mこ(主 1健作l質がよく堆積し，犬%対苔類を産する=これらのもの

じは HeteroscYPhus Bescherellei , Makinoa crisρata， Fissidens cristatlts , Rhodobryum giganteum , 

Bartramia crispata, H yρ。ρterygium Fmげiei ， Climacium jaρonicu削 ， Thanmium Sandei , Brachytheciω叫

coreanum , Thuidium Toyamae 等があり jミく混生して大群落を成している (Plate J , 3) 。

(4) 樹木

林内産鮮苔~jのうち，約 1(3 は樹木に着生するものである u 樹木に着生するといってもさまざまの段階

があり，土上に露出する木根を選んで着生するもの，たとえば Dolychotheca ρerrobusta， Plagiothecium 

delicatulum や， jM[ljjの条件によって木来ば土上または商船土上に生育すべきものが樹木の下部にはい上

っているようなもの，たとえば Thuidimn Toyamae , Th. glallcinum , Fissidens cristatlts , Dicranllm 

nz仲onense 等がある。しかし，これらは地上約 1m 以上には登らないか木のj同等で腐値質の堆積した部

分にのみ見いだされるので本来の着生樽苔類と区別できる。

着生鮮苔類と被着生樹種との聞に一定の関係があるか否かを観察できればおもしろい結果が出ると思う

が， 当林内にあっては天然林と見本材、では樹齢や四囲の条件が異なるために比較が困難であった (Plate

1 , 1 ・ 2) しかし，なお次のこと:心、えると思うこ “着生蘇苔類は被着生樹木の化学的成分の相違よ

りも樹木のもつ物理的条件，すなわち樹皮の物理的性質および四国がその樹木におよぼす物理18"J影響力の

方に左右されやすい。しかし，同じような物理的条件の下では多少樹木の化学的成分条件も撰択されてい

るのではなし、かと思われる'九具体的にL 、えば実験林内で鷲苔類が好んで菅生する樹種は第一にそきで，
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ミツデカエデ，ユリノキ(老木のみ)，スギ， オニグルミ，ナツグミ，クリ，コナラ，アカマツ，ソメイ

ヨシノ等がこれについでいるのこれをもって見ると，これらの樹木は多少とも樹皮に蒋または割自のある

ものばかりで林内に多いカシの績やヤフツバキ等のような平滑な樹皮を有するものにはほとんど着生を凡

ない。また，同じく樹皮に蒋を有するものでもテーダ、マツ，〆イオウショウ，ストローププヨウ，セコイ

ヤ等の松却にはほとんど着生しないコこれはおそらく，これらの依煩はその閣皮が成長に伴って比絞的厚

く剥落するため，着生悲物としては不安定であるのが主因であろうコそれと同時に松類の松脂の影響とい

うことも考えられる。すなわち，同じ松類でも天然林1'1 1に点在するアカマツでは約 300 年の樹齢で， 樹

皮の加J落は緩慢であり天然林の中にあるとし、う好条件に出まれるために菅生基物としては好適なはずであ

るが，着く種績は LeucobrYl仰 b何vicaule や Hyか111m ρlumaeforme var. minus などのごとく限られた

もので生育状湿もきわめて貧弱で、ある。同機のことはスギについてもし市、うる 3 沢沿いの比較的温暖な立

地に他えられていて蘇苔類の若生に適していると思われるが実際はこれに反し Leucobryum brevicaule 

および Brothera LeaWl が小さな団塊をなして着生するにすぎな L 、。 同じような立地でミツデカ Lデで

は(胸司直径はほとんど同じ)数種の蘇類の着生を見た。ゆえに樹木の化学成分も著主婦苔績にある松

度の影響を与えるものと考えられる。 I'Sf呂の状況が湖皮三百に及ぼす影響，たとえば林内の空中湿度，受光

量， 風向等も着生鮮苔9ffjに大きな影響を与えると考えられるこ 沢沿いの樹木で怯着生蘇苔9!íjは樹幹の約

3m 以上の位置にまで生育するが，多くの場合は大体えg上 0.5~3m が最も生育に過しているようである 3

突然林中のモミでは多少高い位置まで若生を見るが， この場合も中層をなすアラカシーヤプツパキ層の

t~H団より上部に走母国した部分にはほとんど着かない士これは先にも述べたように晩秋から春先にかけての

北北西風による寒気と乾燥のためと恩われるつ

a) モミ (Plate llI, 7 ・ 8)

天然林中のそミは約 200 年生とのことで比較的安定した若生法物と見られる 3 まず基部には Thuidiu判

Toya:nae , Th. glaucinum , Fissidens cristatus , Ctenidium caPillif olium, l11nium microPhyllum 等の

本来は腐伯土上に生育する種が単独にまたは 2 ， 3 種混生して大体地上 1m 付近に達する。 真の樹木者

子1::蘇苔績は地上約 O.5m 以上カ h ら現われるが，その種ßjは GlYPhomitl'iu!1宮 humillimum ， Macromitrium 

i百C日間um， Forγstγoemiα jゆonica ， Pterobryum a;γbusculα， Meteoγium helminthoclαdulum ， Neckera 

flexi l'_2mea, N. humilis , Neckero戸'sis nitidula , Fauriella tenuis , Schzvetsclzkeopsis jaρonicσ， 

Ha戸lohymenium triste , Ano 河odon abbrcviatuむ Hy戸川明 ρlu明。eforme var. minus 等でモミの生

育環境によってそれらが単独または数種混合して菅生しているつ このうち Pter叫ryw河川悦目印la や

Neck]ropsis 河itidula のような大形の荷額は当林ではモミ以外の樹木にはほとんど菅生しない= また，

モミの主幹上でも地上約 O.5~3m の間にのみ見いだされ生育状態も貧弱であるつ約 3m を超える首切がこ

は Glyρhomitriu刊 hzt'niII i w河 ， M.1cronitrium incurvum, Ha戸lohy判eniun tri ste 等の乾燥に耐える種

類が菅生している i

b) ミツデカエデ (P13.te IV) 

沢沿いの見本林内のさヅデカエデ(胸高直径約 25cm) では天然林に比し湿度が低く受光量が大である

ため，頭手苔類の蒼生ははるかに賓弱である。基部は Entodon Ch:zllengerii の単純群落でそれについで地

上約 0.3m から Hゅlohymeniwn triste と L9skea polycar仰の混合群落がこれに代り，地上 1. 5111 付

近まで上る。ここで GlYPhomitrium humillimu ，匁 +Orthotrichwn consobri;仰 n の群落と;昆り，それbJ
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上は後者の群落が点々と径幹上および校上に小さいま在点、をなして約 5~6m まで上つ℃いるて

c) オニグルミ，ゴナラおよびクリ (Plate 1 , 2) 

-185ー

見本林中できヅヂカエデよりもさらに湿度が低く受光量の大きい立地にあるオニグルし コナラ， ク

リ等は樹皮に閉lれ日があるにもかかわらずその着生鮮苔類はさらに貧弱で， 地上 0.2~lm の問で時

に Neckera humilis や Macromitrium incurvum を見るほか，樹幹に密着したノj、苔 Frullania spp. や

Microlejeunea punctif ormis 等のノj、さな群落を見る lまかりである 3

以上のように当林内では鳶生蘇苔類は一樹に対しては数種，多くとも 10 種を超えることはない。

(5) 朽木

内木，倒木もまた蘇苔撃jの着生基物として見逃すことのできないものであるが，当材:内では山が浅いこ

とと管理がゆきとどいているために倒木はほとんどなくわずかに伐採後の切株が筏っている程度であるコ

それらに菅生する種類には Ceρhalozia otaruensis , LoPhocolea jaρonica， Plagiochila japonica 等の苔

類や HaPlocladium subulaceum , Brotherella Henonii , Thuidium Toyamae 等の瀞療がある、

以上蘇苔類の7青生装物の概略を述べたが，個々の種空白に関してはできるだけ蘇苔却目録中に1書き添える

ようにした

本稿を草するにあたり，前浅川|実後林長主主下正夫氏，現実験林長林弥栄氏をはじめ小林義雄，三

好卓三の諸氏には一方ならぬ御世話をいただし、た また，種々の御教示を賜わっている桜井久一博士，蘇

穎の一部を同定していただいた野口 彰博士，高木典土佐博士，苔類の同定をしていただいたil良部新佐博士

に深甚なる謝意を捧げる

蘇苔類目録

0 科の西日列は苔類は服部新佐博士の御教示により，縦類は桜井久一博士著「日本ーの鮮総J (1954) に

ょったこ

O 属および種の配列はアルフアベット順とした=

。 学名は苔類はJJ反 ìT，íl新佐博士の同定によるものを用いたョ辱類は筆者が妥当と考えるものを用い，現

在慣用されていない:ものを用L、る時にかぎりわが国で従来斤h、られている名を異名として引用したっ

。和名については科の和名は植物貯類学会制定の「科の和名表j によったコ種およびそれ以下の級位

については苔炉、はJ111;\11新佐防士の御教示にしたがい，譲宅類はおもに飯柴永育氏著「日本産蘇額総説」

(1929) によった。同書に収録されていない和名については名の後にその命名者を括弧にスれて付した。

O 標本番号は苔類は H. l， H.2... のごとく表示し，蘇顎は番号のみとしたコともに特別に所有者

を表示しないものはすべて浅川実験林所蔵の標木香号である

HEPATICAE 苔類

1. Jung-ermanl1iales Al1acrog-ynae ウロコゴケ目

Calypog-eiace唱e ツキヌキゴケ科

Calypog-eia asakawana HATTom sp. nov. in litt. 

On loam , June 12 , 1954 (coll.: U. Mizushima) H. 5 (Iso・type) ， (Type in Herb. Ha 
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ttori Bot. Lab.) 

C. Y oshinagana S'1司 El'H. ヨシナガホラゴケモドキ

On dec且yed wood (+ Ceρ'hal.ozia otaruensis) H. 8; on soil in half'shade ( + ] amesoniella 

autumnalis , in fr旦gments) H. 17 

J ungermanniaceae ツボミゴケ科

Jamesoniella autumnaIis DC. アキウロコゴケ

Fragmentary, on soil in half-shade (+Calypogeia Yoshinagana H. 17 

Lophocoleaceae トサカゴケ科

Heteroscyphus argutus (R. B. N.) SC.HIFl'X. ウロコゴケ

On humus in forest , H. 2 

H_ Bescherellei (S'l'El'lI.) HA'l"J'OHI オオウロコゴケ

( + Jubula japonica & Conoceρhalum conicum) H. 9; on log (+ Jubula jaρonica & 

Conoceρhalum conicum) H. 10; on humus , H. 12; H. 25; (+ Conoce戸halu別 conicum) H. 26 

& H. 30; (+Makinoa crisρata) H. 31; H. 32; on humu ,; (十 lVlnium Trichomanes) 216; on 

soil in shade (+ Barlramia crispata) 223; 0口 log (+Mnium microρhyllum ， Thuidium 

Toyamae , Ctenidium sp. & Jubula japonica) 229 

Lophocolea heterophylla (SCHRAD.) DUìlI.トサカゴケ

H. 41 , rarer. 

L. japonica S'J' EPIT. ヤマトトサカゴケ

Fragmentary found on decayed wood (+ Ceρhalozia olaru::nsi切 H. 21 

L. minor NEES ヒメトサカゴケ

Base of Castanea crellata, H. 3; on decayed wood , H. 11; on tree trunk , H. 24; 

(+Lejeunea vaginata) H. 4.1 

Plag'Íochilaceae ハネコeケ科

PlagiochiIa japonica SnE. LAC. ハネゴケ

On rotten branch in wet place, H. 6 

Scapaniaceae ヒシャタゴケ科

Scapania parvitexta S'1'];Plf. var. minor HA'f'l' OH，T コアミメヒシヤクゴケの変種

On soil , H. 1 

Cephaloziaceae ヤパネゴケ科

Cephalozia otaruellsis STJèP.IT.ヤマトヤバネゴケ

011 decayed wood (+Calyρogeia Yoshinagana) H. 8. (+Loρhocolea jaρonica， stem 

fragment) I-I. 21; H. 39; H. 40 

Odontoschisma delludatum (L.) DUìlI.ブジゴケ

H. 37; H. 38 

Lejeuneacea タサリゴケ科

Brachiolejeunea sandvicensis (GO'I"l'.) EL\XR フルノコゴケ
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1n fragment , on Zelkowa serrata bole ( + Frullania truncatifolia & Microlejeunea 

ρunctif ormisノ H. 19 

Lejeunea vaginata S'I' E l' J l.カマハコミミゴケ

( +Lo戸hocolea 附inor) H. 44. Abundant in southwestern Jap:lll, very rare in K<:nto 

district. 

Microlejeunea punctiformis CTAYJ..) SI'H. コクサリゴケ

On Zelkowa serrata bole ( + Frullania truncatif olia & Brachiolejeunea sandvicensis) H. 

19 

Fru l!aniaceae ヤスデゴケ科

Frullania Hampeana Nm.:l'ヒラキハヤスデゴケ

On CastaneαC何時ata trunk (+Microleje品目印仰nctiformis) H. 20; H. 45; H. 46. Austral 

species; occurs on geologically old mount羽田 in ]3.pan. 

Fr. pedicellata S'rEl'll.クロアオヤスデゴケ

H. 42. Abundant in southwestern Japan , very rare in Kanto district. 

Fr. truncatifolia S'I' EPIl.アカチャボヤスデゴケ

On Cercidiρhyllum ja�onicum bole, H. 18; on Zelkowa serrata bole ( + Microlejezmea 

pz例ctiformis & Brachiolcjeunea sandviccnsis , in fragm巴nts) H. 19 

Jubula japonica S'ü: l'Tl.ヒメウロコゴケ

On humus , H. 7; C + HeteroscYlうhus Bescherellei & ConoceρIzalum conic仰の H. 9; 0口 log

( + H eteroscy�1ms Bescherellei & Conoceρhalum conicum) H. 10, ( + lvfniunl microρhyllum ， 

ThuidiuJIl Toym河ae ， Ctenidiunl sp. & Heteroscyρhus Bescherellei) 229 

11. Jungermanniales Acrogynae ウロコゼニゴケ目

Pelliac回e ミズゼニゴケ科

Pellia Neesiana LDIl'R.コニヅミズゼニコn ケ

011 damp soil , H. 13; on soil ( +Conoceρhalum suρradecomρositum) H. 14; 0口 wet rock , 

H. 15; 0口 corrcrete ditch C + Conoccρhalul7l conicum) H. 16 

Makinoaceae マキノゴケ科

Maldnoa crispata (_STEPH.) MTYλKJ~ マキノゴケ

On humus beneath forest , H. 4; ~ + H eteroscyρhys Bescherellei) H. 31; H. 35; ( + Pla. 

giotheGÌmJl ρlatyρhyllum) 230 

Metzgeriaceae フタマタゴケ科

Metzg"eria fruticulosa (_DICli.S.) EYAXS コモチフタマタゴケ

On Pnmus sp. bole, about 2 m high , H. 22. 

JlI. Marchantia les ゼニゴケ目

Marchantiaceae ゼニゴケ科

Conocephalum conicum CL.) Dr)I.ジヤゴケ

( + Heteroscyρ'hus Bescherellei & Jubula japonica) H. 9; on Iog (Heteroscy�hus Bescherellei 
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& ]ubula jaρonica) H. 10; on concrete ditch (+Pcllia Neesiana) H. 16; (+ Heteroscyρhus 

Bescherellei) H. 26 & H. 30; H. 36 

C. supradecompositum (LIXDll.) S 'l' EPJI. ヒメジヤゴケ

On soil (+Pellia Neesiana) H. 14; H. 33; H. 34 

MUSCI 辞類

Bryales マゴケ盛綱

Fissidentaceae *'ウオウゴケ科

Fissidens adelphinus BESCJJElU叩 rJl~ コホウオウゴ、ケ

On soil , 28 & 111; on soil (+ Weisia vケidula) 234. Commo口.

F. crﾏstatus W1LSOX トサカホウオウゴケ

On humus, 55 & 115; on ground and ascending up to 0.5 m. high on trunk of .4bies 

firma (+Thuidium Toyamae) 206. Common. 

F. decidu2efolius SAKL" UAI , F. filicinus Dozy & MOLKEX])OEH, (=F. jaρonicus Doz. & 

MOLK.) , F. ni戸'ponensis SAKU 1l,A 1 

Dr. K. SAKUHAI reported these three speci巴s from Mt. Takョ0 ， the neighbourhood of 

the present area, but 1 did not find any of them here. 

Ditrichacheae キンシコ守ケ科

Ceratodon purpureus (HEDWIG) BmDEf，ヤノウエノアカゴケ

Small coloロies 0口 roof ， 240. Few. 

Dicranaceae シツポゴケ科

Brothera Leana (Sl"LLIVAX'l') C. 乱ICELLEH シシゴケ

On stump of Crypto明eria jaρonica， 170; 0ロ tre巴ーtrunk ， 146; on trunk of Elaeagl111s 

附llltiflora ， at about 1 m. high , 242. U口commo口.

DicraneIla heteromaIla CHEmnG) SCllIlIIPElt ススキプケ

On soil , 118. Only one packet was collected in this area. 

Dicranum nipponense BE日じJHJ!tELLE オオシツポゴケ

On soil , 25 (det. A. NOGl刊了III); 0口 humus ， 37; lower part of tree.trunk , 202; base of 

Pinus sp. 20.1. Uncommon. 

Onchophorus crispifolius (島lI'l" l'EX) LIXDEERG チジミパコフe コゃケ

On soil, 117 

This sp巴cies is found on rocks abundantly in neighbouring mountains , but in this area 

the lack of outcropping rock:s makes this species v巴ry rare. 

Trematodon atrovirens BnOTHERl"S 7 ロナガダイゴケ

On su口口y soil , 164. Uncommon. 

Leucobryaceae シラガゴケ科

Leucobryum brevicaule BESCII EBELI~E ヒメオキナプケ〔岡村〉
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On base of Cryþto明eria japonica , 21; 0口 bark of Pinus densiflora , 209 (det. A. Nり

GUC}U). Not very common. 

L. neiIg-eherrense C. M1:ELLEH ホゾパオキナゴケ

On stump, 56. Not very common. 

Pottiaceae センボンゴケ科

Astomum crispum (HEmYIG) H.HIPE ツチノウエノタマゴケ

On soil (+ Weisia viridula & Brywn caPillare) 122. Relatively common. 

Babula ung'uiculata HEDWIG ネヂグチゴケ

Riverside of Asak旦wa; on stump: , + Grimm� apocarpa) 179. 

This is an exceptional occasion, that this speci色s a口d accompanyin足 Gri刑mia ， are on 

在 stump. Usually they grow on stones. 

Hyophila propag-ulifera BnOTHER1:日ハマキプケ

On stone wall ( + Grimmia a戸ocar戸。) 182 , 199; 0口 stoロe (+ Grimmia aρocar戸。 & Bryum 

caPillare) 195; riverside of Asakawa. Common. 

Tortella fragilis (HOOKER & WILSOX) LBIPRICIIT モロハヨリイトプケ

On soil , (det. K. S.U,::1: RAI) Herb. U. MIZ1:SHDIA no. 4187. Few. 

Weisia viridula I-IEDWIG ヅチノウエノコプケ

On soil , 26 , 67 , 69 , 109 , 160, 222 , 233 , (+.4stomum crisjうum & Bりum caPillare) 122 , 

(+Fissidens adelphinus) 234 , (+Physchomitrium eurystomum) 243. Abundantly. 

Weisiopsis anomala (BROTHERUS et PAJUR )BHO'l'IfElWS-Weisiosρsis Cardoti BIW'l'HEB.1:S 

コゴ、ケモドキ

On semi-shaded soil , 142. 

A southern species, new to the flora of Kant� district. As Dr. A. NOGUCTII pointed out 

(Journ. Jap. Bot. 26: 129~134 (1951) , the peristome teeth are acute at the apex against 

Brotherus' original description. They are 0.15~0.16 mm. 10日g in rip巴 capsules. Very 

rare. 

Grimmiaceae ギボウシゴケ科

Grimmia apocarpa HEDWTG ギボウシゴケ

On stump (+Barbula unguiculata) 179; on concrete wall , 47; on stone wall , 180, 

C+HyoPhila propagulifera) 182; on stone (+HyoPila pro仰gulifera & Bry即時 caρillare)

195. Commo口.

Rhacomitrium canescens BHIIJEL ナガスナプケ

Riverside of Asak呂wa ， 238, 246. Common. 

Funariaceae ヒョウタンゴケ科

Funaria hygrometrica HEDWIG ヒョウタンゴケ

On pebbles near huilding, 237. Common. 

Physcomitrium eury日tomum SEXIl'l' XER. ヒロクチゴケ
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On 80il (+ l予'eisia viridula) 243. Few. 

Bryaceae カサゴケ科

Bryum argenteum HEDì\'TG シロプケ

On 80il 0日 woode口 bridge ， 236. 

Only one p旦cket was collected in this area. 

B. capillare HEDWJG ハリガネゴケ

On soil , 112, (+ Weisia viridula & Astomu~包 crisρum) 122; 129; on sto口e ， +Hyoρhila 

βro戸agulifera & Grimmia aρocarρa) 195. Common. 

B. Wichurae BHO'I'!TEBTR ';1クシハリガネゴケ

On trunk of Elαeagnus multiflora , from base up to 0.5 m. high , +Brothera Leana 01・

purely. 131, 250. Rョre.

Pohlia vestitissima SAKlTHAI ホザキミスゴケ(阪井)

On loam, 185. U口common.

Rhodobryum g-ig-anteum (H刷広Jm) PAIUS 

On wet place, 20; on shaded soil , 33; on humus in forest. Common. 

Mniaceae チョウチンゴケ科

Mnium Maximowiczii LTNDBEI.tG ';1ルチョウチンプケ

On wet soil , 165; on 80il , 205. Not very common. 

M. microphyllum Dozy & MOL1王ENBOER コバノチョウチンコ‘ケ

Base of Abies firma by rivulet, 213; 0ロ stump ! + Ju1JUla jaρonica ， Hetl'roscyρhus 

Bescherellei , Thuidium Toyamae & Ctenidium ca�illifolium) 229. Not very commo口.

1¥'1. punctatum HE)) \\，W ウチワチョウチンゴケ

On decayed wood by rivulet (十Eurhynchium 戸olystictuml 208. Few. 

M. Trichomanes MI'I"I' El\コツボゴケ

On 80il , 200; on humus (十 Heteroscyþhus Bescherellei) 216 , (+Thuidium Toyamae , 

RhY11chostegium ρallidif olium & Ctenidium caρillif olilll河) 232. Commoロ.

M. vesicatum BJ恨むlJI.;IU':J~LE オオバチョウチンゴケ

On wet soil , 11 , 188; on wet stone, 88. Commoロ.

Bartramiaceae タマゴケ科

Bartramia crispata SCl-IIMPFH. )<マプケ

On forested 810pe, 217 , 223 , (Taxiρhyllum taxirameum) 147. Common. 

Philonotis socia Ml'l'TEX ツクシサワゴケ

On loam, 143. Few. 

Ptychomitriaceae チジレゴケ科

Glyphomitrium humillimum (M1'1"1' 1-::¥) Cλ1{， DOT1' サヤコ、ケ

On trunk of Aρhallaηthe as�era (?), 145; 2~3 m. high above ground 0口 trunk of Acer 

cissif olium by rivu!et (+ Leskea ρolycarρa & Ha�lohymenium triste) 161; 2 m. high above 
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ground on trunk of Prunl悶 yedoensis (+Orthotrichum consobrinum) 247. Common. 

Ptychomitrium sinense (Mr~"l' J， x) JAEGEJ: チジレゴケ

Dr. A. Nりは;CII J reported this species from “ Asakawa" (Journ. Hatt. Bot. Lab. No. 

12: 9 (1954) , but I did not coIIect it in the present area. 

Orthotrichaceae タチヒダゴケ科

Macromitrium incurvum (LI::¥nllEHG) PAHIS ミノゴケ

ﾛn trunk of Cωtanea crenata, 80; 0口 trunk of Liriodendron Tuli戸ifera (+ Ortlzotrichum 

co日sobrinum) 97; 0ロ rotten branch of Cryptomeria ja戸onica ， 141 Common. 

Orthotrichum consobrinum CAHnü'l'コタマゴケ

1~3 m. high above ground on trunk of Pru1!us yedoensis , 59 , ( + Gl Y1りhomitrium

humillimum) 130 & 247; on tr山1k of Liriodendron Tulipifera (+l¥1acromitrium incurvum) 

97; on trunk of APha即日the asρera (?) by rivulet , 144; 1~3 m high above ground 0口

trunk of Acer cissif olium by rivulet. Common. 

Climaciaceae マンネンゴケ科

Climacium japonicum LrXllBEHG コウヤノマンネングサ

On humus , 30. Not very common. 

Cryphaeaceae ツルゴケ科

Cryphaea obovato-carpa SH. ÛKA)[l'HA クワノイトヒバコV ケ

I did not collect it in the area. Drs. REDIEHS & K. SA J.:THλr (i口 Bot. Jahrb. 64(5): 

542 (、 1931) and Dr. A. NりGrCITI (in Journ. Hatt. Bot. Lab. No. 2: 29 (1947� reported it 

as “ Ûn tree trunk. Asakawa , Prov. Musashi." 

Forrstroemia japonica (BEf'('IlEHELE) P.\Ins ヒ十イトゴケ

Lower part of Abies firma (+Thuidium glaucinum) 86. Few. 

F. trichomitra (HI♂Il\VTG) LIX]lJJEHG スズゴケ

About 2 m high above ground 0ロ trunk of Quercus serrata , 106; ascending up to 0.5~ 

1 m high on trunk of Acer cissifolium (+Entodon Challengeri & Leskca 戸olycarpa) 190 , 

(Neckera hz仰ilis ， Hσρlohymenium triste & Leskea ρolycar仰) 191. Relatively common. 

Pterobryum arbuscula Mr'.r'l'EX ヒムロゴケ

。口 trunk of Abies firma , 60, 211. 

This species in the 旦rea is stunted compared with the 0ロe from the warmer districts , 

and this might be ascribed to the uロf呂vourable environment. Few. 

Meteoriaceae ハイヒモゴケ科

Barbella asperifolia CARDüT キヨスミイトゴケ

Hanging from branch of shrub or of Pseudosasa jaJう0月!cαaround damp place, 14. 

Abund旦nt in Pseudosasa thicket. Drs. REDIEHS and K. SλKI:HAI reported B. pendula, an 

aIIiance of this species, from Mt. Takao, but 1 could not find it here. The former 1S 

distinguishable from the latter by its almost unipapillate leaf-ceIIs. 
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Meteorium helminthocladulum (CAHIJO'f) BHO町JERUS コ山イヒモゴケ

About 1.5 m above ground on trunk of Abies f in陶， 44, 201 , 226; on branch of shrub. 

Not very common. 

var. cuspidatum (SII. OKAMFHA) NOGUCJl I サイコクサガリゴケ

Oロ tree trunk (+Neckera flexirarnea) 151, 152. Not so common. 

A somewhat variable plant as A. NOGUCHT has already pointed out in Journ. Hatt. Bot. 

Lab. No. 3: 58 (1948). Nos 44, 201 and 226 which grew on boles of Abies firma and 205 

which wωcollected 0口 branch of a shrub are yellowish and their apices of branch are 

obtuse. 151 and 152 are hanging down from tree trunks in semi'shaded place. Their 

greenish color and cuspidate branches show that they belong to the category “vιr. 

cus�idatum". In the present area , however , all gradations m旦y be found between the type 

and variety. 

Neckeraceae ヒラゴケ科

Neckera flexiramea CAHDO'f コメリンスゴケ

O口 trunk of L1bies f i抑制1 ( + M eteorium helminthocladulum var. cusPidatum) 152; hanging 

from culmus of Pseudosasa japonica around wet grassy place, 249. Not so common. 

N. humilis MITTEX チャボヒラゴケ

On trunk of Abies f irma , 49 , 166; about 1.5 m high on Quercus senata bole, 98; on 

trunk of Juglans mandshurica var. sachalinensis , 102; base of Cyclobalanoρsis glauca bole, 

120; Acer sp. bole (+Haρlocladium subulaceum) 57; on trunk of Acer cissif olium (+ Forrs. 

troe111ia trichomitra , Haplohymenium triste & Leskea ρolycm-pa) 191; on branch of tree , 

198; on trunk of Abies firma (十 Schwetschkeoþsis jaρonica) 207. Common. 

Drs. REIl¥IEH8 & SAKUHAI IBot. Jahrb. 64 (5): 545 (1931) reported N. yezoana, a 

closely allied species , from Mt. Takao, but I did not find it within the present area. 

Neckeropsis nitidula (MITTEX) FLEISCHlm リボンゴケ

Small colony on Abies firma bole, 62. Few. 

Thamnium Sandei Bm'clIEHELLE オオトラノオゴケ

Base of Abies firma bole , 39; on shady soil by rivulet , 77; on humus in forest. 

This species is abundant 0ロ humus and soil in ravine. 

Hookeriaceae アブラゴケ科

Hookeria nipponensis (BEscHEI1Er,LE) BHOTHEHU日アプラゴケ

On wet soil in forest , 99; i口 cave of tre己 trunk in forest. Few. 

Hypopteryg-iaceae クジャタゴケ科

Hypoptεryg-ium Faruriei BESCHEHEr.r. E クジャクプケ

On soil in forest , 78, 241; on humus , 117. Commoロ in natural forest. 

Drs. REIMERS a口d K. SAKURAI reported (in Bot. Jahrb. 64 (5) : 547 (1931) H. japonicum 

from Mt. Takao. The material collected in this area has reddish to purplish brown set旦e.
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Theliaceae ヒゲゴケ科

Fauriella tenuis (MI'l"rE.'¥l CAHDO'r エダウロコゴケモドキ

On Abies fi打na bつIe ， 61; b:1se of Abies firm:z boI色， 123; 0ロ stump (+Hajぅlocladium

subulσccurnì 158. Common. 

Fabroniaceae コゴメゴケ手ヰ

Schwetschkeopsis japonica (B F.8C'I-f EIl.EI,LE) BROTHEI;下村キノウエノホゾプケ

On trunk of Abi・es firma , 183 , 189 , 219; C + Neckera hu刊ilis) 207. 

Abundant on Abies bo!e. 

Leskeaceae ウスグロゴケ科

Leskea polycarpa HEl>WIG コシノウスグロゴケ

About 2 m high on Liriodendron Tuliρif era bole, lQ1; on truロ.1， of J ugl'lns mandshurica 

var. sachalinensis , 107; on trunk of Acer cissifolium , 58, (+HaPlohymeni日間 triste , 

Gly合'homitrium hu叩illimum & E叫~todo叫 Ch_7llengeγii) 161 , (キ Foγγst:γoemia t:γich酔πitγa & 

E担:todo叫 Challe叫~geγii) 198 , (キ Foγγstγoemia tγichomitγa ， Neckeγalmγnilis & Haplohyme抗iu叩

triste) 191. Abund:mt. 

Thuidiaceae シノブゴケ科

Haplohymenium triste CC}人吋T) KIXDDE IlG イワイトゴケ

About 1.5 m high on Acer cissif 01 ium bole , 45; 0口 trunk of Abies f irma, between 1.5 

~2 m high , 43 & 76; about 1. 5 問 high 0口 tru日k of J ughns m:z持dshurica var. sachalinensis , 

84; 0口 trunk of Acer cissifolium by rivulet ( + Lcske':l polycarpa & Glyρhomitrium 

humillimum) 161; ( + Forrstroemia trichomitra, Ne二kera hu:nilis & Leskea polyc:zrかの 198.

One of the commonest species in this 3.re::. 

Anomodon abbreviatus MTT~'EK ミヤマギボウシゴケモドキ

On trunk of Abics firma , 42. Few. 

A. planatus MITTEK マキゴケ

Although I did not find it in this area , Drs. REn<E I1 8 and K. SAKUJ:λ1 r己port巴d this 

species in Bot. Jahrb. 64 (5): 547 (1 9::;1)ユs “Dorf. AS'J.kaw~". 

Claopodium aciculum BIlO'rlJERU円

On soil (+Hypnum ρlumaef orm] & Cte:iidium sp.) 68; on soil in hョ If-shad号 (det. A. 

NOGUC:HI) 172. Few. 

HaplocIadium Iatifolium (しい '0問E) B[{(河1{ E I:l:日ヒロパノアサコf ケ

On soiI (d�. A. NOGlJ('III) 235. F餮. 

H. subulaceum (MIT'l'E::¥) Br:. )'J'II E 1m再アサゴケ

On trunk of .4cer. sp. (十 Neckera humi!is) 57; 0口 d巴C五 yèd wood (+Brachthecium 

Buchananii'! 75; 0口 log (det. A. NけGUC Il I) 82; on branch of tree , 95; on stump of Quercus 

serrata (十 Brachythccium 1うopu!cum) 127. Very common. 

YéJ,r. microcarpum (CA HTl' )'1') '1'11 Í<:ln 口T コミノアサーヶ
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On trunk of Juglans m.~ndshurica v旦r. sachalinensis , 103; b:�e of Cyclobalano戸宣伝 glaucα 

bole (det. A. Noc<uclfl) 108. Common. 

Thuidium micropteris BE同町ITEREL T. E イトシノブプケ

On stump, 184; on Abies firm.? bo!e, 218? Few. 

'fh. g-Iaucinllm (MT'J"l' J伐) ]λEGEH. アオシノププケ

。日 b耳目。f Abies firma bole (+Forrstroemia ja戸onica) 86. Uncommon. 

Thuidillm Toyamae NOG1)(， I!Iトヤマシノブコぜケ

On soiI (+TaxiPhyllum taxirameu明) 34; on root of tree , 93 , ( + Taxiρhyllul河 tιτirameum)

221; on humus , 116 , (+ Brachythecium corea何日間) 227 , (+Mnium Trichomanes , Ctenidium 

caρillifolium & Rhynchostegium ρ'allidifolium) 232; on soiI in h旦lf-shade ， 154, 244; on 

log , 169: 1~1.5 m high on trunk of Abies firma. 220; lnse of Cryptomeria japonica 

bole, 239; on stump (+Mnium microPhyllum, Ctenidium sp. , Jubula japonica & 

H eteroscyphus Besch~rellei) 229. 

One of the commonest spedes in the area. 

Th. uIig'inosum CA IWO'l' コマシノプゴケ

In wet places , 173 , 182 , 197. Common in wet place. 

Amblysteg-iaceae ヤナギゴケ科

Amblystegium sp. 

On sunny stone (十Hypnum cf. circinatulum & Brachythecium ρopuleul河) 203 

Brachytheciaceae アオギヌゴケ科

Brachythecium Buchananii (HOOKEH.) ]AEGEH.ナガヒヅジゴケ

On decayed wood , 31 , (+Haρlocladium subulaceum) 75; on soiI in forest , 89; 0口 Sり il

and stones (+Myuloclぽla concinna) 193; on root of tree; on Iog. Very common. 

B. cllierg-onoides BJw'J'JJ J':JWR ササバゴ、ケモドキ

In wet grassy p l:1ce, 12 , (det. N. '1、λJC\10) 13. Very rare. 

Only two other Iocalities , Mt. Hakkodョ， Prov. Mutsu 江口d Mt. Taihaku, Prov. Rikuzen , 

h:lVe b巴en know日 That the occurrence of this species is considered rare muヨt be partly 

attributed to the insufficiency of our knowledge 0口 the moss flora of moorbnds at 

present. 

B. coreanllm CA ]1.nげ「コマノヒツジコザケ

On shady soil or on humus , 26; 0ロ shady gr旦veI ， 85; on humus on sIope at forest 

m C1rgin, 90; on hU'1lU3 (+ Thui・dium Toyamae) 227. Common. 

B. flagωelIare (HEDWIG) ]EXXL'¥Gi'-B. ρlu ヲlOSU判 (S'\"AHTZ! Br1UcH, SCHDrPEu et GÜ:.\IBJヨr.，

Oロ stone， 72, 162; on decayed wood , 178. Commo口.

B. populellm (HEnWIG) Bru:でTl， SCIIUIPEJt et G古~fBEL アオギヌプケ

On stump of Quercus serrata ( + Hゆlocladiu η subulaceun) 127; 0ロ stone in open place. 

(+Amblystegium sp. & Hy戸num cf. circinatulum) 203 , Common. 
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B. Sal,uraÍÍ Blw'l'11 EHI'トサクライヒツジコA ケ(新粉、)

011 Acer cissif olium by rivulet , 156. Few. 

B. rutabulum (HJ日川C什])\\îUο) BHlTl'1守11九， Sじ)1口T日M口I'Jι川d孔l口: 巴et GÙßIJ川:リu山j上ιてつ仏:

1n boggy place (+Eurhynchium 1うolystictum) 163. Few. 

Bryhnia novae-angIiae (SULLTVA);'l' et LESQUJ-:HEl'X) GHOl"l'ヤノネプケ

011 shady d:1mp soil (det. A. NOGUCJTI) 91; il1 boggy place, 155. COmI11011. 

Eurhynchium polystictum (MI町、EX) P_¥i1.H:i '/クシナギコ、ケ

011 damp soil by rivulet , 18; at b;J.se of tussock of Carex , 16; on shady dal11jJ soil by 

rivulet, 79; 0口 dョmp rock, 94; i 口 boggy place (、 +Brachythecium rutabulum) 163; on 

dacayed wood (十 Jl1nium ρunctatum) 181, 208. Very common. 

Eurhynchium riparioides (HEm¥'JG) C. ]E五戸Kx-Platyρhyρnidium rusciforme (NECKEH.) 

FL IèTSCI-LIW アオハイゴケ

On wet rock in or by rivulet , 104; on d旦I11p soil by rivulet , 187. COmI11011. 

Myuloclada concinna (WILSﾜX) BESqIEltELLE ネズミノオゴケ

On soil or on stone (+Brachthecium Bltchananii) ]93 Few. 

Rhynchostegium cf. inclinatum (MI'l"l'EX) ]λEGJつ H. カヤゴケ<?)

On soil (+Plagiothecium delicatulum) 83. Fragmentary. 

Rh. pallidifolium (MI'J'TEN) ]AEGElt コカヤゴ、ケ

On soil (det. A. NOGUCIII) 22; on cull11 of Pseudosasa jaρonica， 114, 245; 011 roof of 

bark of Chamaecyparis obtusa (det. A. NOGUCJJJ) 214; 011 humus (+Mnium Trichomanes , 

Cteni・dium caがllifolium & Tlzuidium Toyamae) 232. Very common. 

Plag-iotheciaceae サナダゴケ科

Plag-iothecium delicatulum BI:ü'l' Iu:nus エゾ、サナダプケモドキ

。口 hUl11us ， 74, 119; 0口 soil (十 Rhynchostegium cf. inclinatum) 83. Not so cOl11l11on. 

Pl. platyphyllum MOEXKK\IιYm:-Pl. sylvaticum (HUllSOX , BRIDEI,) BJ: uqr , SCJ-IIMPEH. 

et Gﾙl¥[BEJ" p.p. エゾサナダゴケ

On humus (+Makinoa crispata) 230. Not common. 

Entodontaceae ツヤゴケ科

Entodon attenuatus MI'l' TE~ ツヤゴケ

At b旦se of Saρindus Mukorossi (+Atrichum undulatwη) 19; on shaded rock (det. A. 

NOGUC}u) 149; 150, 153. Common. 

E. Challeng-erii P AElS ヒロハツヤゴ、ケ

On trunk of Acer sp. 38; on trunk of Acer cissif olium ( + Leskea 1うolycarρ。 & Forrstroemia 

trichomitra) 138, 190 Common. 

E. ramulosus MITTEK エダ、ツヤゴケ

On exposed root of tree, 252. Few. 

Sematophyllaceae ハシボソゴケ科
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BrothereIIa Henonii P ARI邑カガきプケ

On soil (+Dolichotheca ρerrobu5ta) 35; 0ロ dócayed wood , 255; 11日 Common.

B. yokohamae (Blw'l' JJ1叩FS) BH.O'J'H J<;llUS ケハイプケ

On fallen log (det. A. NOGUCHI) 27; (on roof of b3.rk of Chélm.lecyρaris o!JUts居 (det.

A. NOGUCI-n) 40, 210; at base of Castanea crenata , 157; on tree trun1., (l白ve3 C品ud在住

acumin'1te at apex, and m旦y be referred to var. longijolia BI1.0'J'IIJ;;IWS) 175. Commoロ.

?Clastobryella Tsunodae Bno'l'n J.; IWf1 et Y ASU .IJλ ヨモチイトプケ

。口 trunk of Prunus sp. 121. Common. 

Hypnaceae ハイゴケ科

Breidleria homaliacea CBESCHl<:I1.ELLJ<:) BlWTlI lèlWS ヒラエハイプケ

Drs. RlèIMEH日& SAKUHλ1 reported this species from “ Asakawa" (in Bot. Jahrb. 64: 

557 (1931) , but 1 have not collected it in the present area. 

Ctenidium capiIIifolium (Mrl"l'J<J"N) BlもOTHEIW日クシノハプケ

。口 stump, 36 , 105; on soil (+HYlう相側1 ρlumaej orme & Claoρodium aciculum) 69; on 

humus (+Mnium Trichomanes , Thuidium Toyamae & Rhynchostegium ρallidijolium) 232. 

Common. 

Dolichotheca perrobusta (BB.o'enJ<:lws) BIW'l' lllmlrs ミチノクイチゴケ

On soil , (十 Botherella Henonii) 35, 228. Not so commo口.

Hypnum cf. circinatulum SC:H TJ\IPEH チリメシゴケ(?)

0ηsunny stone (+Brachythecium populeum & Amblystegit即時 sp.) 203 Few. 

H. Oldhami (Mr'I"I' .1剖) JA.EG.EH ヒメハイゴケ

On stump (det. A. NOGUCllT) 23. Few. 

H. plumaeforme WILSOX ハイプケ

On dryer soil or grassy plot, 32; 011 soil (+ CetenidiU1叩 caがllijoliμm & Claopodium 

aciculum) 68; 011 soil , 69; 0口 decayed wood, 168. Very common. 

var. minus CAHDO'l' ヤセハイゴケ〔新称〉

On trunk of Abies j i昨日α(det. A. NOGUCHI) 41; 011 tru口.k of o!d Pinus densijlora 64; 

011 shady soil, 231. Not so commo口.

Isoptery畠ium Textorﾍﾍ SANDE LACOS'l'E アカイチイゴケ

On Kanto 10 '1 m , 125; 0口 soil in half-shad久 196. Commo口.

pylaisia sp. 

On trunk of Acer ci・ssijolium at about 1.5m high 45 , 52 (both sterile) U日C0111mon.

Taxiphyllum assimile (B.liO 'l、 rlJSHUS) SAKURAI イセイチイプケ

(Det. K. SAKURAI) Herb. U. Mrzu日.i IIMA ， 110, 4159. Rare. 

T. taxirameum (MITTEX) FLEI弓CHEH. キヤラハゴケ

011 soil , 81, (+ Thuidium Toyamae) 34; 011 stump , 46; 011 shaded damp soil , 100; on 

exposed root of tree, 148; at base of Acer BuergeriαnUl河， 186; 011 slope in shade 
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( + Bartramia crisρ'ata) 147. Very common. 

Diphysciaceae イタビゴケ科

Diphyscium fulvifolium MI'l"l'EX イクピゴケ

At base of Cryjうtomeria jajうonica. Few. 

P olytrichaceae スギゴケ科

Atrichum undulatum (HEDWW) BEλUYOIS ナミガタタチゴケ

-197 ー

At base of Saρindus Mukorossi (+Entodυn attenua.tus) 19; 0ロ KantÒ loam, 71, 73 , 212; 

on soil in half.shade , 159. One of the commonest sp~cies in this area. 

Pog'onatum inflexum LIXllBI-:H G ガギバニワスギプケ

On Kantﾒ loam, 15, 17 , 124 , 126, 225; on bank, 194. One of the commonest species in 

this are旦.

P. spinulosum Ml'fTEl\ハミズゴケ

On loam in ha!f-shade, 53, 70. Common. 
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図版説明

Plate r. 

1 .モさを主とする天然林

2. 見本林の---1m ;オニグルミ林

3. 天然林中に堆積せる腐有1'1: トーの蘇苔l1(f

4. 陣地周縁のヤ〆ケ群落rflに着生せる Barbella asperif olia 

Plate 1[, 

5 . tÍi~地の話予苔類;点在するのは Rhydo!Jryum giganteum; Carex の葉下に土埋もれるのは

Eurhynchiul刊 sp.

6. ナ Y グさの幹に着生せる Bryum Wichurae 

Plate }1[. 樹皮の状態と着生蘇苔:jJ'j

7. モミの樹幹 8. それに着生せる Sch山tschkeopsis japonica + Neckera humilis 

9. ユリノキ老木の幹 10. それに着生せる Entodon Challengerii 

11.ソメイヨシノの樹幹 12. それに着生せる Orthotrichum consobrim側

Plate IV. 沢沿いのミヅデカエデに着生せる議題'oj 13 :幹1主ì'il\~lm 14: 1~2m 15: 2.5m 付近

13. 基部には地表より Entodon Challengerii がはい上る。 これに続いて Hゆlohym仰ium

triste + Leskea polycarρd の群落主なる 1

14. Entodon はなく ， HaρlohYl刊enium + Leskea が(産出し，上方に行くと共に Orthotrichum

consobrinum + GlYPhomitrium humillimum の小形の点生に代る

15. この所で主幹は 2 岐するが，分岐点にはj'fj:び Hゅloh)問問ium+Leskea を見るの 分岐し

た幹上に点々と黒く見えるの怯 Orthotrichum+ Gly帥omitrium
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Bryophytes of Asakawa Experimental Forest. 

Urara Mrr.r811D[λ 

(Résum引

As証kaw且 El\periment旦 1 Forest lies about 50 k肘 northwest of Tokyo at 183 to 287 m in 

elevatio口， and covers 58 ha in extent. 

( 1) The habitats where bryophytes grow can be divided roughly in thr巴e:

1) N 1tural forest co口sisting of Abies firma which are about 200 years old occupying 

the crown of the forest , Cyclob:珉no�sis glauca , C~m ヲllia jaþonica, Callicar�a mollis , and 

Aucuba j:z戸onica， etc. The undergrowths are Pleioblastus Chino , Ardisia ja戸onica， and Carex 

multifolia, etc. This appears to offer th己 most favourable home for bryophytes in the 

poiロt of light , moisture and the accumulation of humus. 

2) Artificicial plantation comprising various tre巴s and , since it is well ma口aged， the 

forest is brighter and dryer than the preceding. 

3) Grassy places and naked grounds found on Kantﾔ loam. 

As these habitats mentioned ab0ve are destitute of outcropping rocks , the bryoflora of 

the area in discussion seems to some exteロt to be limit diminished. 

(rr) Searching carefully in these homes of bryophytes , one will notice that some 

species are often selective in their choice of h'ibitat where they can be seen iロ luxuriant

profusion. Relevant particulars are: 

1) Sunny ロョl王ed grou口dョ ; Weisia viridula , Pogonatu/刊 inflexum ， Fissidens adel戸hinus ，

Astomum crisρum ， Physcomitrium eurystomum , Trematodon atrovirens , etc. 

2) Shady naked grouロdョ Atrichum undulatum , Diρhyscium f ulvif olium , 1 so�terygium 

Textorii , Dolichotheca 1うerrobusta， Fissidens adelρhinus ， etc. 

3) Grassy places; Hyþnum ρ1 umac f orme. 

4) Gravelly beds by str巴ヨm and stone walls; Rhacomitrium canescens , Barbula 

unguiculata, H yoρhila þroρagulifera ， Haρlocladium ， latif olium , etc. 

5) Open boggy placess; Rhodobryum giganteum , Thuidium uliginosum , Brachthecium 

calliergo河oides ， etc. 

6) Pseudosasa thickets around the boggy pl旦ce ; Barbella asρerifolia， Necl,era flexiramea 

(both are hanging from the culms of Pseudosasa) , Rhynchostegium ρallidifolium. 

7) Accumulated humus in the forest; Heterosci�hus Bescherellei, Makinoa crispata, 
Fissidens cristatus , Climacium jaρonicum ， Hyρ。ρterygium Fauriei , Brachytheciw河 coreanum ，

Rhodobryul河 giganteum ， Thamnium Sandei , Thuidium Toyamae , etc. 

8) Tree trunks; mosses appeョr in general to like to attach to the rift巴d bョrk， but it 

is not the case in such coniferouヨ trees as Pinus and Crytomeria. Three species, namely 

Leucobryum brevicaule , Hy仰2開 ρlu胃 f1eforme var. minus and Brothera Leana caロ b巴 only

b旦rely detected on the strongly fissured bark of Pinus and Cry�tomeria. On the trunk of 

Abies f irma, on the contrユry ， epiphytic mosses choose largely their favourtie homes. 

Larger sized epiphytic mosses distributing in the mild climate regions , as Pterobryum 

arbuscula, Meteorium helminthocladulum , Neckera flexiramea , and Neckeropsis nitidula , etc. 

are found on Abies trunk. Those mosses spr己主d northwards , in the Kant� district , not 

through the plai口s bu� along hills and lower mountains bordering the plain of Kantﾒ. 
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Although the fact that some epiphytic species select their home on the b旦rk of Abies 

among coniferous trees C'1nnot be at present explained satisfactorily, it may be worth 

noting that the bark of Pinus and Cry�tomeria peeling off easily in plates or strips must 

be harmful to the mosses or th'1t it may be attributed to the probable djfference in the 

chemical composition of resin contained. The bark of Abies firma is smoothish in young 

trees , but it is fissured irregularly and shallowly, and does not fョ 11 off in a block in 

those of a larger size. 

From the floristic point of view, it is remarkable that Caly�ogeia asak錦町na HA~"ronT， 

sp. nov. (in litt.) , Frullania l/amþean_'l, F. μdicellata ， Brachythecium calliergonoides and 

Weisioρ'sis anom_'lla occur in this area. The two latter mosses are very rare in Jap:m so 

f斗r as knowledge up to the present goes. 



-Plate 1 



-Plate 2-
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Plate 4 


